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プログラム名
（40字以内）

団体名/所属

活動区分 フィールドワーク体験活動 希望する選考方法 書類審査後に面接

募集人数 4人 選考対象 大学院学生を含む

活動方法

参加者に求めるもの

活動期間

オリエンテーション：2026/6/29（月）
18:45～＠本郷キャンパス
※詳細は備考欄に記載しています

現地活動期間：
2026/9/7（月）～9/13（日）

主な活動予定場所 北海道別海町

プログラム実施の目的

具体的な内容(800字程度)

【総額】参加するための
費用

【内訳】参加するための費用
(宿泊費)

【内訳】参加するための
費用(交通費)

【内訳】参加するための
費用(その他)

奨励金額(予定)

備考

活動に関する関係資料の
ダウンロードサイト

応募団体を紹介するウェブサイト
等(団体で応募の場合)

この企画に対する担当者
(応募団体)の参加の有無

1.地域理解の深化：別海町の歴史・産業構造・文化・地域課題を事前調査と現地体験の両面から学び、地域の特性を多角的に理解する
2.表現・発信を通じた探究力の育成：現地での対話・取材・撮影等のリサーチを踏まえ、町の歌「5番の歌詞」制作および歌詞に紐づく
ミュージックビデオ（スライドショー）制作を通じて、観察・編集・表現の一連の実践力を養う
3.地域との継続的な関係構築：町役場職員、町民、産業従事者等との協働・交流を通じて、単なる視察に留まらない相互理解を深め、学
生と地域の長期的な関係性の基盤を形成する

A63

北海道別海町・地域創生フィールドワーク実践プログラム

別海町役場/北海道別海町総合政策部

オンラインを活用しつつ現地活動を行う

・地域創生や地方の課題解決に関心があり、主体的に調査・提案に取り組める方
・事前学習(別海町の歴史・産業・地域課題についてのリサーチとレポート作成)に取り組める方
・現地でのフィールドワーク、ヒアリング、インタビュー等に積極的に参加できる方
・7日間のプログラム全日程に参加可能な方

別海町役場：https://betsukai.jp/

参加する

本プログラムは、東京大学の学生が北海道別海町を舞台に、地域の魅力を「歌」で表現する7日間の実践型フィールドワークです。参加者は、別海町の歴史・産
業構造・地域課題を事前にリサーチし、現地での取材・調査を踏まえて、町の歌の「5番の歌詞」を制作します。現地では、町役場職員や町民、産業従事者等と
直接対話できる機会を設け、形式的な視察に留まらない体験型学習を提供予定です。

日程（予定）：
プログラム開始前：事前課題（1.自分に関係する曲を1つ挙げ、その作詞の世界観を自分なりに考察する、2.別海讃歌に含まれる地域の魅力を2つ以上挙げ、考
察する,3.1と2の内容をスライドショーにまとめ、5分程度の発表を準備する）
1日目（9月7日・月）：到着・オリエンテーション・事前課題発表、町側からフィードバック、郷土資料館レク
2日目（9月8日・火）：午前：ショートツアー（奥行臼駅、展望台、野付半島、酪農家等）／午後：作業
3日目（9月9日・水）：午前：作業／午後：フィールドワーク（歌詞に盛り込むロケーション巡り）
4日目（9月10日・木）：午前：仕上げ／午後：リハーサル・発表準備／18:00 発表（w/地元合唱サークル/フィードバック）／終了後 懇親会
5日目（9月11日・金）：中学校の地域探究授業等での合同ワークショップを調整中
6日目（9月12日・土）：酪農体験を調整中
7日目（9月13日・日）：帰路

*作詞については、専門家による指導時間も調整しています。

本プログラムは、東京大学の学生が北海道別海町を舞台に、地域の魅力を「歌」で表現する7日間の実践型フィールドワークです。
参加者は、別海町の歴史・産業構造・地域課題を事前にリサーチし、現地での取材・調査を踏まえて、町の歌の「5番の歌詞」を制作します。
現地では、町役場職員や町民、産業従事者等と直接対話できる機会を設け、形式的な視察に留まらない体験型学習を提供予定です。

12,000円

無し（別海町が用意する施設に宿泊）

無し（別海町が航空券等を手配）

12,000円程度（滞在中の食費）

参加者確定後、企画者と参加学生の顔合わせを兼ねたオリエンテーションを実施します。
日時：6月29日（月）18:45～20:15
場所：本郷キャンパス 伊藤国際学術研究センター2階 EMP会議室

活動に向けた説明なども行うため、原則参加とします。
授業等の都合で開始時間に間に合わない場合や、やむを得ず参加が難しい場合は、参加確定後に体験活動推進チームまで連絡してく
ださい。

0円

別海町役場：https://betsukai.jp/

